
この本は「中居正広のニュースな会」で中居正広さん、劇団ひとりさん、古市憲寿さんが制作した

絵本で、劇団ひとりさんが中居正広さんの事務所のマスコットキャラクターののんちゃんとびりーくん

を番組内ではじめて作ったのがはじまりだそうです。

大切な約束が守られなかったときの子供ながらの不安が描かれていて、自分の気持ちだけでなく

相手の気持ちもちゃんと一緒に考えられるような物語です。

“友達を大切に思う気持ち”大人が読んでも大切な事を教えられた気がする心あたたまる絵本で、

孫達と一緒に読むのが楽しみな一冊です。
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今月のランナーは中山 眞理さんです！

開館時間

10：00～19：00
12月の休館日

6・13・20･27日

29・30・31日
今月のおはなし会

18 日（土）

11：00～11：40

♪ありがとうございました!次のランナーは 荒川浩美（旭町）さんです！♪

劇団ひとり/著 中居 正広/著 古市 憲寿/著

マガジンハウス 【E/ヒ】

『 ピンポンパンポンプー』

大黒様と二股（まっかん）大根

12月9日は大黒様の「耳あけの日」と言われ、ふくよかな耳を大きく広げて願い事を

聞く日と言われています。その時にお供えするのが「まっかん大根」で、こんな話が伝わっています。

大黒様は餅が大好きだそうです。ある日、餅をたらふくご馳走になって帰る途中、苦しくなって

動けなくなってしました。そこへ大根をたくさん持った娘が通りかかったので、大根を食べれば

治るから少し分けてほしいとお願いします。娘は旦那様のものを勝手に分けることはできないと

断りますがその中から二股の大根を見つけ、片方をポキンと折って大黒様に渡しました。

これなら大根の数は変わらないので怒られることもありません。大黒様はその大根を食べお腹も治り

たいそう喜んで帰りました。そのことから、大黒様に「まっかん大根」を供えるようになりました。

12月から1月にかけては色々な行事が続きます。そこで今月は、年末年始に関する本を揃えています。

どうぞご来館ください。

クリスマスワークショップ＆おはなし会のお知らせ

☆日時：12月18日（土）11：00

☆場所：ほんわ館多目的室

☆参加無料 時間までに来てね♪

詳しい内容は今後チラシやポスター

ホームページでお知らせします。

お楽しみに！！

今月のおすすめコーナーは『年末年始 お役立ち本』です。



新しく入った本

他にもたくさん ご用意しています

『予約の取れない家政婦

タスカジさんの

ラク家事BOOK』

タスカジ/監修

扶桑社

【597.9/ヨ】

※すぐマネできる

ものばかり

『冷蔵庫

超（スーパー）

片づけ術』
島本 美由紀/監修

双葉社 【596.9/レ】

※いろんなムダが

なくなります『冷凍・冷蔵ワザで

詰めるだけ！

らくらくおせち作り』

岩崎 啓子/著 ルックナゥ 【596.4/イ】

※作りためて冷凍冷蔵 あとは仕上げの60分

『1日でつくれるおせち』
みない きぬこ/[著]

主婦の友社 【596.4/ミ】

※盛り付けのコツやおもてなし

華やかレシピも

手間をかけずに作れるおせちや 掃除がラクになる本をご用意

しました 忙しくなる時期ですのでぜひお役立てください

『すごい！セスキ掃除』
石鹼百科/監修 KADOKAWA

【597.9/ス】

※重曹の10倍の洗浄力

基礎知識から実例まで

『デジタル遺品の探しかた・しまい

かた、残しかた+隠しかた』
伊勢田 篤史/著 古田 雄介/著

日本加除出版 【007.6/イ】

※事例にあわせてどこからでも読める

『とうみんホテル

グッスリドーゾ』
かめおか あきこ/作

岩崎書店 【Ｅ/カ】

（児童書）

※雪国米沢生まれの

かめおかさんが描く

寒い冬のあったかいおはなし

『はにわくん』
まつなが もえ/さく 絵本塾出版

【Ｅ/マ】（児童書）

※転校してきたはにわくん、いったい

何が始まる？

『アンパンマンと

ばいきんまん』
やなせ たかし/作 絵

フレーベル館 【Ｃ/ヤ】

（紙芝居）

◆ほか4冊もあわせて

入っています

『わたしは「セロ弾きの

ゴーシュ」』
中村 哲/著 NHK出版

【333.8/ナ】

※突然の訃報から2年、

65万人の命を繋いだ活動

の原動力となったものは？

『大人めがねスタイル』
主婦の友社/編

主婦の友社 【535.8/オ】

※装いと選び方のヒント集

お役立ち本


